
1 

 

第 ２ 1 － ０ ３ ６ 号 

２ ０ ２ ２年 ２月 １日 

２０２２年３月期 第３四半期決算について 

ANA ホールディングス㈱は２月１日（火）、２０２２年３月期 第３四半期決算を取りまとめました。 

詳細は「２０２２年３月期 第３四半期決算短信」をご参照ください。 

 緊急事態宣言が全面解除された１０月以降、国内線の旅客需要が大きく改善しました。

 国際線貨物は、引き続き好調に推移し、過去最高の売上を更新しました。

 コストマネジメントを着実に進めた結果、前年より運航規模を拡大させたものの、費用は前年を下回

りました。

 上記の結果、８四半期ぶりに営業利益が黒字へ転換し、第３四半期（１０月～１２月）の営業利益は

１億円の黒字となりました。第２四半期の決算において、「第４四半期に営業利益の黒字化を目指

す」という目標を掲げておりましたが、目標を前倒しで達成しました。

１．２０２２年３月期 第３四半期の連結経営成績・連結財政状態 

  単位：億円（単位未満は切り捨て） 

【連結経営成績】 
２０２２年３月期 

第３四半期（累計） 

２０２１年３月期 

第３四半期（累計） 
増減 

２０２２年３月期 

第３四半期（単独） 

売 上 高 ７，３８０ ５，２７６ ＋２，１０４ ３，０６９ 

営 業 費 用 ８，５３８ ８，９００ ▲３６１ ３，０６７ 

営 業 損 益 ▲１，１５８ ▲３，６２４ ＋２，４６５ １ 

営 業 外 損 益 ▲２５ １１６ ▲１４１ ▲３０

経 常 損 益 ▲１，１８３ ▲３，５０７ ＋２，３２４ ▲２８

特 別 損 益 ▲６２ ▲７７３ ＋７１０ ▲４

親会社株主に帰属する  

四半期純損益  
▲１，０２８ ▲３，０９５ ＋２，０６７ ▲４０

単位：億円（単位未満は切り捨て） 

【セグメント情報】 

２０２２年３月期 

第３四半期（累計） 

２０２１年３月期 

第３四半期（累計） 
増減 

売上高 営業損益 売上高 営業損益 売上高 営業損益 

航 空 事 業 ６，３８４ ▲１，１２９ ４，３２０ ▲３，４８０ ＋２，０６３ ＋２，３５０ 

航空関連事業 １，４９８ ２６ １，６６７ ２０ ▲１６９ ＋６ 

旅 行 事 業 ３４５ ▲２ ３６１ ▲４７ ▲１５ ＋４４ 

商 社 事 業 ６１４ ６ ６１０ ▲３０ ＋４ ＋３７ 

そ の 他 ２７６ １１ ２７４ ５ ＋２ ＋６ 
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（１） 航空事業 

コロナ禍により甚大な影響を受けているものの、旅客需要は前期から増加した他、好調な貨物需要を積極的に取

り込み貨物収入が過去最高となったこと等から、売上高は前年同期を上回りました。事業構造改革を着実に遂行し、

減価償却費・整備費及び人件費等の固定費の削減を進めたこと等により、前年同期に比べて損益は良化したもの

の、営業損失を計上しました。 

 

① 国際線旅客（ANA ブランド） 

 新型コロナウイルスの感染再拡大や変異株の流行により旅客需要が大きく低迷した状況が続いています。 

 海外赴任・帰任を中心とするビジネス需要やアジア発北米行の接続需要が回復した他、年末年始の一時帰国

需要を取り込んだこと等により、旅客数・収入ともに前年同期を上回りましたが、コロナ禍以前の１割程度

の水準にとどまっています。 

 路線ネットワークでは、アジア発北米行の接続需要を取り込むため、７月より一部の北米路線を羽田から成

田空港発着に移管する等、機動的な運航路線の選択や臨時便の設定等に努めました。 

（増減率、利用率を除き、単位未満は切り捨て） 

【国際線旅客】 
２０２２年３月期 

第３四半期（累計） 

２０２１年３月期 

第３四半期（累計） 
増減率(％) 

旅客収入（億円） ４８２ ３２３ ＋４９．１ 

旅客数（千人） ５４９ ３２０ ＋７１．２ 

座席キロ（百万キロ） １４，９６２ ９，８０９ ＋５２．５ 

旅客キロ（百万キロ） ３，７４６ ２，１４０ ＋７５．０ 

利用率（％） ２５．０ ２１．８ ＋３．２ｐｔ 

 

② 国内線旅客（ANA ブランド） 

 旅客数・収入ともに新型コロナウイルスの影響を大きく受けた前年同期を上回りました。 

 上期中は感染者数の拡大に伴い緊急事態宣言が繰り返されましたが、９月末の宣言解除以降は感染者数が低水

準で推移し需要が回復基調を辿った結果、第３四半期（１０月～１２月）の旅客数・収入はコロナ禍において四半期

ベースで最高となり、コロナ禍以前の５割程度の水準まで回復しました。 

 路線ネットワークでは、航空需要の変動に合わせて運航規模の調整を進め、特に１０月からは回復する需要を積

極的に取り込むために、週末や連休等における臨時便の設定を強化しました。 

（増減率、利用率を除き、単位未満は切り捨て） 

【国内線旅客】 
２０２２年３月期 

第３四半期（累計） 

２０２１年３月期 

第３四半期（累計） 
増減率(％) 

旅客収入（億円） ２，０６５ １，５６３ ＋３２．１ 

旅客数（千人） １３，１９８ ９，９０６ ＋３３．２ 

座席キロ（百万キロ） ２４，５３９ ２０，８１２ ＋１７．９ 

旅客キロ（百万キロ） １２，０９０ ９，０９７ ＋３２．９ 

利用率（％） ４９．３ ４３．７ ＋５．６ｐｔ 

 

③ 貨物（ANA ブランド） 

 旺盛な貨物需要に加え、海上輸送の混雑に伴う航空へのシフト等により、引き続き好調に推移しました。 

 １０月から成田＝香港線、成田＝台北線、１１月から成田＝青島線に大型貨物専用機ボーイング７７７F 型機を就

航させる等、貨物専用機を最大限活用したことに加え、旅客機を使用した貨物専用便を機動的に設定したこと等に

より、自動車部品や半導体・電子機器、ワクチン等の医薬品を積極的に取り込みました。以上の結果、輸送重量は

前年同期を大きく上回り、第３四半期（１０月～１２月）収入は５四半期連続で過去最高を更新しました。 
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                          （増減率を除き、単位未満は切り捨て） 

【貨物】 
２０２２年３月期 

第３四半期（累計） 

２０２１年３月期 

第３四半期（累計） 
増減率(％) 

国

際

線 

貨物収入（億円） ２，３７７ １，０１６ ＋１３４．０ 

輸送重量（千トン） ７４３ ４２９ ＋７３．０ 

貨物ﾄﾝｷﾛ（百万ﾄﾝｷﾛ） ３，９２９ ２，０６６ ＋９０．２ 

国

内

線 

貨物収入（億円） １８７ １５３ ＋２２．５ 

輸送重量（千トン） １８９ １６２ ＋１６．６ 

貨物ﾄﾝｷﾛ（百万ﾄﾝｷﾛ） ２１３ １７９ ＋１９．１ 

 
④ LCC（Peach Aviation㈱） 

 旅客数・収入ともに新型コロナウイルスの影響を大きく受けた前年同期を上回りました。 

 ９月末の緊急事態宣言解除以降は需要が大きく改善したことに加え、前期から運航規模を拡大した効果もあり、第

３四半期（１０月～１２月）の国内線の旅客数・収入はコロナ禍以前の水準を上回りました。 

 路線ネットワークでは、７月に関西＝女満別線、１０月に福岡＝石垣線を新規開設しました。今後も需要回復等の

動向を見極め、ネットワークの拡充を図ってまいります。国際線は各国の入国制限の継続のため、４月中旬から全

路線で運休しています。 

（増減率、利用率を除き、単位未満は切り捨て） 

【LCC】 
２０２２年３月期 

第３四半期（累計） 

２０２１年３月期 

第３四半期（累計） 
増減率(％) 

LCC 収入（億円） ２４５ １５３ ＋５９．８ 

旅客数（千人） ２，９２２ １，５８３ ＋８４．６ 

座席キロ（百万キロ） ５，５５６ ３，７６９ ＋４７．４ 

旅客キロ（百万キロ） ３，３３６ １，８２２ ＋８３．０ 

利用率（％） ６０．０ ４８．４ ＋１１．７ｐｔ 

 
⑤ その他 

 航空事業におけるその他の収入は９６６億円（前年同期１，０７１億円、前年同期比９．８％減）となりました。なお、

航空事業におけるその他には、マイレージ附帯収入、機内販売収入、整備受託収入等が含まれています。 

 

（２）航空関連事業・旅行事業・商社事業・その他 

① 航空関連事業 

 売上高１，４９８億円（前年同期比１０．１％減） 営業利益２６億円（同３０．１％増） 

 グループ内における投資抑制の影響に伴いシステム開発業務の取扱高が減少したこと等により、売上高は前年同

期を下回りましたが、旅客の搭乗受付や手荷物搭載等の空港地上支援業務を中心に人件費や外部委託費を削減

したこと等から損益は改善しました。 

 ご好評いただいている機内食のインターネット販売について、１１月から商品ラインナップを拡充し、新たにＡＮＡ国

際線ビジネスクラスの機内食の販売を開始しました。 

② 旅行事業 

 売上高３４５億円（前年同期比４．４％減） 営業損失２億円（前年同期 営業損失４７億円） 

 海外旅行は前期に引き続き当社グループが企画する全てのツアーの催行を中止したことに加え、国内旅行は「Go 

To トラベルキャンペーン」の効果があった前年同期に比べて取扱いが減少し売上高は前年同期を下回りました。

一方で、グループ内からデジタルマーケティング等の機能の移管を受けたことにより受託収入が増加した結果、損

益は改善しました。 

 当社グループは「マイルで生活できる世界」の具現化を目指しており、この度航空だけでなく徒歩・電車等の移動に
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対して、マイル等に交換できるポイントが貯まるモバイルアプリサービス「ANA Pocket」の提供を１２月から開始しま

した。 

③ 商社事業 

 売上高６１４億円（前年同期比０．７％増） 営業利益６億円（前年同期 営業損失３０億円） 

 航空需要の緩やかな回復に伴い、空港物販店「ANA FESTA」等で増収となった他、半導体市場の好調な需要を受

けて電子事業の取扱高が増加しました。なお、当期より収益認識会計基準等を適用したことによる減収影響を受け、

売上高は前年同期をわずかに上回りました。 

④ その他 

 売上高２７６億円（前年同期比０．８％増） 営業利益１１億円（同１２５．１％増） 

 新型コロナウイルスの影響により、建物・施設の保守管理事業において取扱高が減少したものの、不動産関連事

業の取扱高が増加した結果、売上高は前年同期をわずかに上回りました。 

 

（３）連結財政状態 
                                                     （自己資本比率、D／E レシオを除き単位未満は切り捨て） 

【連結財政状態】 
２０２２年３月期 

第３四半期末 
２０２１年３月期末 増減 

総資産（億円） ３２，３９７ ３２，０７８ ＋３１８ 

純資産（億円） ８，０３５ １０，１２３ ▲２，０８７ 

自己資本（億円）  （注１） ７，９７８ １０，０７２ ▲２，０９４ 

自己資本比率（％） ２４．６ ３１．４ ▲６．８ｐｔ 

有利子負債残高（億円）  １７，７１２ １６，５５４ ＋１，１５７ 

D／E レシオ（倍） （注２） ２．２ １．６ ＋０．６ 

注１：自己資本は純資産合計から非支配株主持分を控除しています。    注２：D／E レシオ＝有利子負債残高÷自己資本 

 

（４）連結キャッシュ・フロー                               
単位：億円（単位未満は切り捨て） 

【連結キャッシュ・フローなど】 
２０２２年３月期 

第３四半期（累計） 

２０２１年３月期 

第３四半期（累計） 

営業活動によるキャッシュ・フロー ▲４０６ ▲２，００９ 

投資活動によるキャッシュ・フロー １，１０９ ▲５，２１３ 

財務活動によるキャッシュ・フロー １，１５０ １１，１０５ 

現金および現金同等物期末残高  ５，５５３ ５，２３６ 

減価償却費 １，１７７ １，３４８ 

 
２． ２０２２年３月期の見通し 

連結業績予想の見直しは現時点では行っていません。 

    単位：億円（単位未満は切り捨て） 

【２０２２年３月期見通し（連結業績）】 当期予想 
前期実績 

（２０２１年３月期） 
増減 

売 上 高 １０，６００ ７，２８６ ＋３，３１３ 

営 業 損 益 ▲１，２５０ ▲４，６４７ ＋３，３９７ 

経 常 損 益 ▲１，４００ ▲４，５１３ ＋３，１１３ 

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 

当 期 純 損 益 
▲１，０００ ▲４，０４６ ＋３，０４６ 

以上 


